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学 位 論 文 内 容 の 要 旨

薬物性天癌癌は､Dペ ニシラミン､プシラミンなどスルフヒドリル (SH)基を有する薬

剤で治療されている関節リウマチ (RA)患者に発症 しやすいことが知られている｡今回､

天癌癒歴のない RA治療中患者で､天癌唐病因抗体である抗デスモグレイン (Dsg)抗体プ

ロフィールを前向き調査したoRA患者の抗 Dsgl･､3抗体価を同一母集団 1.6年の間隔で

測定した｡1回目は204例中 11例が陽性､2回目は 139例中6例陽性であった｡天病疫の

発症はなく､新たに 1例に抗 Dsg3抗体陽性､4例は抗体価が陰性化 した｡抗 Dsg抗体のエ

ピトープは､サル食道を用いた蛍光抗体間接法で抗上皮細胞間抗体陽性は 1例､免疫プロ

ット法で 1例が I)sg3(130kDa)に陽性｡80%が EDTA処理 したELISA法で陽性であり､

RA患者に検出される抗 Dsg抗体は､天癌癒患者と異なり､EDTA抵抗性エピトープを認

識する非病因抗体 と考えられた｡

論 文 審 査 結 果 の 要 旨

本研究は､天痘癒歴のない関節リウマチ患者で､天痕癒病因抗体である抗デス

モグレイン(Dsg)抗体プロフィールを前向き調査したものであるが､関節リウマ

チ患者に検出される抗 Dsg抗体は､天痘痕患者と異なり､EDTA抵抗性エピト

ープを認識する非病因抗体と考えられた｡本研究は薬剤性天痘痕と天痘痕の病因

の違いの一端 を明らかにしたもので重要な知見を得たものとして価値ある業績

であると認める｡

よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡


